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議会だより編集委員会議会だより編集委員会
栃木県那須塩原市栃木県那須塩原市

4回目となった議場コンサート。美しい歌声が議場一杯に響き渡りました。（平成27年9月7日撮影）

平成27年
第4回那須塩原市議会定例会
（9月4日～9月28日）
　市長からは人事案件1件、平成27年度補
正予算案件10件、条例の制定及び一部改正
案件10件、平成26年度一般会計・特別会
計・企業会計の決算認定案件9件、報告案
件8件、その他の案件3件の合計41件が提出
されました。
　議会からは、選挙案件1件、その他の案
件3件の合計4件が提出されました。
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議案の審議結果
　本会議において審議された議案の結果（報告案件は除く）は次のとおりです。
　【会期：　月　日～　月28日】9 4 9

結　　果件　　　　　　名議案番号

同意人権擁護委員の候補者の推薦について（菊地彰氏・梅田幸枝氏・塚原好明氏）同意第　号4

可決平成27年度那須塩原市一般会計補正予算（第　号）2議案第64号

可決平成27年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第　号）1議案第65号

可決平成27年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第　号）1議案第66号

可決平成27年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第　号）2議案第67号

可決平成27年度那須塩原市下水道事業特別会計補正予算（第　号）1議案第68号

可決平成27年度那須塩原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第　号）1議案第69号

可決平成27年度那須塩原市温泉事業特別会計補正予算（第　号）1議案第70号

可決平成27年度那須塩原市墓地事業特別会計補正予算（第　号）1議案第71号

可決平成27年度那須塩原市水道事業会計補正予算（第　号）1議案第72号

可決
那須塩原市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制
定について

議案第73号

可決那須塩原市個人番号カードの利用に関する条例の制定について議案第74号

可決那須塩原市奨学資金の給付に関する条例の制定について議案第75号

可決那須塩原市奨学生選考委員会条例の制定について議案第76号

可決那須塩原市個人情報保護条例の一部改正について議案第77号

可決那須塩原市印鑑条例の一部改正について議案第78号

可決那須塩原市職員の寒冷地手当の支給に関する条例の一部改正について議案第79号

可決那須塩原市手数料条例の一部改正について議案第80号

可決那須塩原市奨学資金貸与基金条例の一部改正について議案第81号

可決那須塩原市水道基金条例の一部改正について議案第82号

可決財産の取得について議案第83号

可決
栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び栃木県市
町村総合事務組合規約の変更について

議案第84号

可決平成26年度那須塩原市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について議案第85号

可決平成27年度那須塩原市一般会計補正予算（第　号）3議案第86号

平成27年第4回定例会

（次のページへ続く）
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平成27年第4回定例会

（前のページからの続き）

結　　果件　　　　　　名議案番号

認定平成26年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について認定第　号1

認定平成26年度那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号2

認定平成26年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号3

認定平成26年度那須塩原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号4

認定平成26年度那須塩原市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号5

認定平成26年度那須塩原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号6

認定平成26年度那須塩原市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号7

認定平成26年度那須塩原市墓地事業特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号8

認定平成26年度那須塩原市水道事業会計決算認定について認定第　号9

可決決算審査特別委員会の設置について発議第　号9

可決那須塩原市議会会議規則の一部改正について発議第10号

可決議員の派遣について発議第11号

決定那須地区消防組合議会議員の選挙について選挙第　号9

　市民の皆さんの意見・要望等について、市議会へ請願及び陳情を提出する制度があります。
　当市議会では、定例会を年4回（3・6・9・12月）開催しています。それぞれの定例会開会の10日前ま
でに提出されたものが、その定例会で審議されます。

【請願・陳情は、次の要領で提出してください。】
◎あて先（那須塩原市議会議長あて）、提出年月日、及び趣旨・理由等を簡潔に書いてください。
◎住所・氏名をはっきり書いて、必ず押印してください。
◎請願を提出する場合は、様式に従って紹介議員(那須塩原市議会議員)の
記名押印が必要になります。

◎請願者・陳情者が多数のときは、代表者を決めてください。

※受理されたものは、関係する委員会で審査しますので、複数の項目にわ
たる場合は、別々の請願・陳情として提出していただくことがあります。

※必要により図面（その他資料）を添付してください。

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
（緯0287－62－7181）

請願（陳情）内容
(趣旨､理由を書いてください。）

　　　　　平成　年　月　日
那須塩原市議会議長あて
　○○に関する請願（陳情）
紹介議員　　　　　　　　○
(陳情の場合、紹介議員は必要
ありません。)

請願（陳情）者
住所　　　　　　　　　
氏名　　　　　○　他　　名　

印

印

請願・陳情の提出のしかた
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平成27年第4回定例会

各議員の議案に対する賛否の状況
　賛否の分かれた条例、決算、予算、その他案件（陳情以外）の採決結果を記載しています。
　そのほかの案件は全員賛成で可決されました。

【○】は賛成　　【×】は反対　　【欠】は欠席　　【不】は不在席
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剛

議
員
名

可決
■平成27年度那須塩原市一般会計補正予算（第　号）2議

案
第　

号
64 ×○○欠○○○○○○○○○○○○○議

長○○○○○○○○

可決
■那須塩原市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定について

議
案
第　

号
73 ×○○○○○○○○○○○○○○○○議

長○○○○○○○○

可決
■那須塩原市個人番号カードの利用に関する条例の制定について議

案
第　

号
74 ×○○○○○○○○○○○○○○○○議

長○○○○○○○○

可決
■那須塩原市印鑑条例の一部改正について議

案
第　

号
78 ×○○○○○○○○○○○○○○○○議

長○○○○○○○○

可決
■那須塩原市手数料条例の一部改正について議

案
第　

号
80 ×○○○○○○○○○○○○○○○○議

長○○○○○○○○

認定
■平成26年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について認

定
第
1
号

×○○欠○監査委員○○○○○○○○○○○議
長○○○○○○○○

認定
■平成26年度那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について認

定
第
2
号

××○欠○監査委員○○○○○○○○○○○議
長○○○○○○○○

認定
■平成26年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について認

定
第
3
号

×○○欠○監査委員○○○○○○○○○○○議
長○○○○○○○○

認定
■平成26年度那須塩原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について認

定
第
4
号

×○○欠○監査委員○○○○○○○○○○○議
長○○○○○○○○

結　果項　　　　　　　目
採　択　．関谷小学校の除染未実施箇所の再除染1
不採択　．関谷・下田野地区の各公民館の敷地内の表土除去による除染の実施2
不採択　．関谷地内公園、区画整理地公園の表土除染による除染の実施3
採　択　．関谷地内、南公園の調整池の立ち入り禁止の措置4
採　択　．各公園の継続的な空間放射線量の測定の実施と公表5

不採択　．関谷・下田野地区の除染において、18歳以下のいる世帯にかかわらず、除染を希望する世帯全戸対象の表土6
除去による除染

不採択　．福島第一原発事故時に市内に在住していた20歳以下の子どもを対象に甲状腺検査を市によって実施7

※　．陳情第　～10号における項目別の採決の結果2 8
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平成27年第4回定例会

請願・陳情審議結果と各議員の賛否の状況
　　月定例会で審議された陳情の結果は次のとおりです。9
　陳情第　号、陳情第10号については、陳情第　号と同一趣旨、同一内容のものと認められるため議決9 8
不要とし、陳情第　号と同様に一部採択とみなしました。8

【○】は賛成　　【×】は反対　　【欠】は欠席　　【不】は不在席

結　果項　　　　　　　目

採　択　．医師による甲状腺エコー検査を希望者が、不安に対する十分な説明と共に18歳未満は無料、18歳以上は1,0001
円程度の低額な自己負担で那須塩原市内にて受けられるよう要望する。

不採択　．家庭や子どもが集まる全ての場所を0.23μSV/hr.以下にすべく、除染事業の継続を要望する。2

採　択　．食品測定についてトワイライトサービスの時間を含め市役所が開いている時間にはいつでも測定ができる体3
制の維持を要望する。

※　．陳情第　号における項目別の採決の結果1 7
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提出者住所・氏名件　　　　名受理年月日

陳　
　

情　
　

内　
　

容

不採択
宇都宮市兵庫塚3丁目10-30
全栃木教職員組合　執行委員長　篠原　章彦

特別支援学校の「設置基準」策定を国に
求める陳情

H27.5.20
（第3号）

○○○××○○×××××○○××○議
長××××××××

※1
一部
採択

那須塩原市井口554-6
那須塩原　放射能から子どもを守る会
代表　手塚　真子

放射能対策に関する陳情書H27.8.17
（第7号）

×××○○○○××××××○○○○議
長○○○○○○○○

※2
一部
採択

那須塩原市関谷467-2
関谷下田野地区コミュニティづくり推進協議会
代表　君島　守

放射能対策に関する陳情書 H27.8.17
（第8号）

×××○○○○××××××○○○○議
長○○○○○○○○

※2
みなし
一部
採択

那須塩原市関谷1205-12
関谷小学校保護者会　代表　平山　徹放射能対策に関する陳情書H27.8.17

（第9号）

（　みなし一部採択　）

※2
みなし
一部
採択

那須塩原市関谷1425-151
関谷下田野地区未来を考える会
代表　高田　昇平

放射能対策に関する陳情書H27.8.17
（第10号）

（　みなし一部採択　）

継続
審査

那須塩原市上赤田321番地
上赤田子供を守る会　代表　八木澤　元雄

ミニボートピア（場外舟券売り場）
建設反対の陳情書

H27.8.24
（第11号）

（　継 続 審 査　）

不採択

那須塩原市埼玉389-7
集団的自衛権反対！栃木県北共同センター
代表　印南　敏夫

「安全保障関連法案」の審議に関する
陳情

H27.8.25
（第12号）

○○○×××○×××××○××××議
長××××××××
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の
歳

入
組
替
え
、
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等

討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論

反　

対
 
相  
馬 　
　
 
剛 　

議
員

そ
う 
ま 

つ
よ
し

賛　

成

　

討
論
と
は
、
採
決
前
に
議
題
と
な
っ

て
い
る
案
件
に
対
し
て
「
賛
成
」
か
「
反

対
」
か
の
意
見
を
表
明
し
、
意
見
の
異

な
る
相
手
を
自
分
の
意
見
に
同
調
さ
せ
、

賛
同
者
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
で
す
。

に
よ
る
歳
出
の
増
額
、
新
庁
舎
建
設
基
金

の
積
み
立
て
を
行
う
も
の
で
、
い
ず
れ
も

必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
賛
成
す
る
。

　

条
例
は
、
市
の
発
行
す
る
印
鑑
証
明

カ
ー
ド
や
住
民
票
に
、
個
人
番
号
制
度
の

開
始
に
合
わ
せ
、
そ
の
機
能
と
合
わ
せ
て

文
章
の
整
理
を
行
う
も
の
。
国
民
の
支
持

や
理
解
が
広
が
ら
な
い
危
な
い
制
度
を
急

ぐ
必
要
は
な
く
、
市
民
の
大
切
な
個
人
情

報
を
守
る
た
め
、
市
は
実
施
中
止
の
決
断

こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
議
案
第　

号　

那
須
塩
原
市
印

78

鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

反　

対

　

那
須
塩
原
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
伴
う
法
律

の
下
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
印
鑑
登
録

証
の
機
能
を
付
け
加
え
、
窓
口
交
付
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
市
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

 
磯  
飛 　
　
 
清 　

議
員

い
そ 
ひ 

き
よ
し

賛　

成

　

市
の
発
行
す
る
文
書
の
手
数
料
を
、
個

■
議
案
第　

号　

那
須
塩
原
市
手

80

数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

今
回
の
改
正
は
、
建
築
基
準
法
の
改
正

に
伴
い
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
受
け
る

仕
組
み
が
改
め
ら
れ
た
た
め
当
該
手
数
料

に
つ
い
て
規
定
か
ら
削
る
も
の
、
又
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
伴
い
「
通
知

カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
手

数
料
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
法
の
施

行
に
伴
う
必
要
な
も
の
と
理
解
し
賛
成
。

 
相  
馬 　
 
義  
一 　

議
員

そ
う 
ま 

よ
し 
か
ず

賛　

成

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

反　

対

　

市
は
、
新
庁
舎
建
設
基
金
を
9
億
円
積

み
増
し
し　

億
円
と
す
る
一
方
、
新
庁
舎

17

が
必
要
か
否
か
の
市
民
が
参
画
す
る
機
会

を
狭
め
た
手
法
を
取
り
続
け
て
い
る
。
市

の
保
育
園
に
勤
務
す
る
正
職
員
の
保
育
士

数
が
3
割
以
下
で
、
資
格
の
な
い
人
も
お

り
、
安
全
や
保
育
の
質
か
ら
放
置
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。

■
認
定
第
1
号　

平
成　

年
度
那

26

須
塩
原
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

反　

対

　
「
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」の

実
現
に
向
け
た
施
策
が
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
お
り
、
基
金
へ
の
多
額
の
積
立
と
、

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
も
、　

億
円

24

を
超
え
る
黒
字
決
算
で
あ
り
、
健
全
財
政

を
堅
持
し
つ
つ
、
将
来
へ
の
備
え
を
し
て

き
て
い
る
。

 
齊  
藤 　
 
誠  
之 　

議
員

さ
い 
と
う 

さ
と 
し

賛　

成

　

県
内
市
町
の
1
人
当
た
り
平
均
の　

倍
３.４

あ
る
財
政
調
整
基
金
は
市
民
か
ら
預
か
っ

た
財
産
で
あ
り
、
保
険
料
の
引
下
げ
や
健

診
の
強
化
を
行
い
、
市
民
に
戻
す
べ
き
。

収
納
率
が
改
善
さ
れ
る
な
か
、
保
険
証
取

上
げ
や
短
期
証
の
発
行
を
他
市
町
よ
り
高

い
率
で
行
う
市
民
に
冷
た
い
対
応
は
反
対

す
る
以
外
に
な
い
。

■
認
定
第
2
号　

平
成　

年
度
那

26

須
塩
原
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

反　

対

人
番
号
制
度
の
開
始
に
合
わ
せ
、
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
、
市
民
に
は
利
益
よ
り

も
は
る
か
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る

制
度
で
あ
り
、
中
小
企
業
に
も
大
き
な
費

用
負
担
と
繁
雑
な
業
務
を
押
し
付
け
る
。

危
険
な
制
度
で
根
本
的
な
対
策
は
な
く
、

中
止
の
決
断
を
す
べ
き
。
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全
国
ど
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、
現
場

の
子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
に
負
担
を
強
い

る
よ
う
な
実
情
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一
人
ひ
と
り
違
う
特
別
な
配
慮
が
必
要
な

特
別
支
援
学
校
に
の
み
設
置
基
準
が
な
い

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
は
す
ぐ

に
消
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
線
量
の
高

い
と
こ
ろ
は
除
染
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
。

子
ど
も
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
や
食
品
測

定
は
継
続
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
大
切
。

こ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
不
安
解
消
と
安
心

の
た
め
に
、
こ
の
陳
情
は
全
項
目
採
択
す

べ
き
と
考
え
る
。

　

安
保
法
案
に
は
色
々
な
意
見
が
あ
り
、

そ
れ
は
民
主
主
義
国
家
の
正
常
で
健
全
な

姿
で
あ
る
と
思
う
。
憲
法
第
9
条
第
2
項

に
よ
れ
ば
、
自
衛
隊
は
違
憲
か
も
し
れ
な

い
が
、
日
本
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
安
保
法
案
は
自
衛
隊
と
同
じ
位
置
付

け
で
あ
り
、
戦
争
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。

■
陳
情
第
7
号　

放
射
能
対
策
に

関
す
る
陳
情
書

■
陳
情
第　

号　
「
安
全
保
障
関

12

連
法
案
」
の
審
議
に
関
す
る
陳
情

　

特
別
支
援
学
校
の
理
解
が
進
み
生
徒
が

増
え
、
全
国
で
3
9
6
3
教
室
の
不
足
は

文
部
科
学
省
も
認
め
て
い
る
。
幼
稚
園
か

ら
大
学
ま
で
全
て
の
学
校
に
あ
る
「
設
置

基
準
」
が
特
別
支
援
学
校
に
は
な
く
、
学

ぶ
権
利
が
保
障
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

一
人
ひ
と
り
に
見
合
っ
た
丁
寧
な
教
育
を

提
供
す
べ
き
で
賛
成
す
る
。

　

平
成　

年
度
は
基
金
を
2
億
5
5
0
0

26

万
円
取
り
崩
し
て
対
応
し
た
。
不
納
欠
損

は
前
年
度
と
比
較
し
て
8
4
0
0
万
円
減

額
し
、
収
納
率
も　
・　

％
か
ら　
・　

％

67
09

68
68

へ
改
善
し
た
。
平
成　

年
1
月
に
「
那
須

27

塩
原
市
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
策
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
今
後
の
対
策
に
期
待
し

賛
成
。

の
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
。
最
低
限
の
設
置

基
準
を
求
め
る
こ
と
は
当
然
の
権
利
と
考

え
る
。

 
藤  
村  
由  
美  
子 　

議
員

ふ
じ 
む
ら 
ゆ 

み 

こ

賛　

成
 
藤  
村  
由  
美  
子 　

議
員

ふ
じ 
む
ら 
ゆ 

み 

こ

賛　

成

　

憲
法
違
反
の
安
全
法
制
は　

本
も
の
法

11

案
を
一
つ
に
し
た
も
の
で
、
国
民
の
理
解

が
不
十
分
で
あ
る
と
安
倍
首
相
も
認
め
て

い
る
。
戦
後
日
本
の
平
和
の
歩
み
を
断
ち

切
っ
て
は
な
ら
ず
、
6
～
7
割
の
成
立
反

対
の
世
論
と
、
日
本
が
米
国
と
海
外
で
一

緒
に
戦
争
す
る
国
に
な
る
べ
き
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
陳
情
に
賛
成
す
る
。

　

戦
後　

年
か
け
て
積
み
上
げ
て
来
た
不

70

戦
の
歴
史
を
揺
る
が
す
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
、
十
分
審
議
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

肝
心
な
と
こ
ろ
が
漠
然
と
し
て
い
て
未
来

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
て
も
託
せ
な
い
。

 
藤  
村  
由  
美  
子 　

議
員

ふ
じ 
む
ら 
ゆ 

み 

こ

賛　

成

　
「
特
別
支
援
学
校
施
設
整
備
指
針
」が
あ

り
、
学
校
教
育
を
進
め
る
う
え
で
、
必
要

な
施
設
機
能
を
確
保
す
る
た
め
計
画
、
設

計
に
お
け
る
留
意
事
項
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
市
内
の
支
援
学
校
を
視
察
し
た
現

状
は
対
応
が
出
来
て
い
る
。
将
来
的
に
必

要
が
あ
れ
ば
、
設
置
基
準
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
。

■
陳
情
第
3
号　

特
別
支
援
学
校

の「
設
置
基
準
」策
定
を
国
に
求
め

る
陳
情

 
平  
山 　
 
啓  
子 　

議
員

ひ
ら 
や
ま 

け
い 
こ

反　

対

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

賛　

成
 
山  
本 
は
る
ひ　

議
員

や
ま 
も
と

賛　

成

今
後
も
継
続
し
て
慎
重
審
議
を
行
い
、
国

民
が
納
得
で
き
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
の

で
採
択
に
賛
成
。

　

国
際
情
勢
は
急
激
に
変
化
し
、
日
本
を

取
巻
く
安
全
保
障
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。「
平
和
安
全
法
制
」が
憲
法
違
反

と
の
声
も
あ
る
が
、
こ
の
法
制
は
他
国
防

衛
の
た
め
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
禁

じ
て
い
る
。
他
国
防
衛
に
な
ら
な
い
た
め

の
明
確
な
歯
止
め
と
し
て
自
衛
の
措
置
の

新
３
要
件
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

 
星 　
　
 
宏  
子 　

議
員

ほ
し 

ひ
ろ 
こ

反　

対

　

福
島
第
一
原
発
事
故
以
来
、
関
谷
下
田

野
地
区
に
は
放
射
線
量
が
高
い
場
所
が
あ

る
。
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
は
徹
底
し
た
除
染
の

結
果
0
・　

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
激

09

減
し
、
徹
底
的
に
除
染
を
実
施
す
れ
ば
線

量
が
下
が
る
と
い
う
実
証
で
あ
る
。
健
康

面
で
は
甲
状
腺
検
査
が
安
心
に
繋
が
る
の

で
全
項
目
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

■
陳
情
第
8
号　

放
射
能
対
策
に

関
す
る
陳
情
書 

星 　
　
 
宏  
子 　

議
員

ほ
し 

ひ
ろ 
こ

賛　

成
 
佐  
藤 　
 
一  
則 　

議
員

さ 
と
う 

か
ず 
の
り

反　

対

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

賛　

成
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歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額会　計　名
27億2,473万3,155円498億9,451万3,022円526億1,924万6,177円一般会計
10億6,790万0,849円132億9,264万3,896円143億6,054万4,745円国民健康保険特別会計

特
別
会
計
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2億2,239万6,703円65億7,845万9,372円68億0,085万6,075円介護保険特別会計
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400万3,978円9,978万6,138円1億0,379万0,116円農業集落排水特別会計

1,630万2,201円4,446万5,260円6,076万7,461円温泉事業特別会計
130万3,348円369万9,570円500万2,918円墓地事業特別会計

13億5,274万7,154円239億9,093万5,740円253億4,368万2,894円小　　計
40億7,748万0,309円738億8,544万8,762円779億6,292万9,071円合　　計

23億6,264万0,615円収益的支出31億5,674万6,627円収益的収入水道
事業 18億3,357万3,186円資本的支出4億9,105万1,066円資本的収入

委
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会
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主
な
審
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額777777777777777777777777733333333333333333333333338888888888888888888888888億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円ををををををををををををををををををををををををを認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定＝総額738億円を認定＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
一般会計・特別会計　平成26年度歳入歳出決算

〈歳　　入〉
一般会計

〈歳　　出〉

構成比決算額区分
36.3% 190億9,273万6,549円市税
1.7% 8億9,115万5,698円使用料・手数料
1.0% 5億0,073万6,726円分担金及び負担金
11.0% 57億8,414万6,512円その他
18.5% 97億2,776万8,126円交付金
17.5% 91億9,492万5,443円国庫支出金
5.6% 29億4,687万7,123円県支出金
8.5% 44億8,090万0,000円市債

100.0%526億1,924万6,177円合　計

構成比決算額区分
0.6%3億0,771万6,606円議会費
12.0%59億9,610万1,116円総務費
29.6%147億8,432万0,590円民生費
13.4%66億9,027万1,924円衛生費
0.1%4,614万1,628円労働費
2.6%12億7,538万7,754円農林水産業費
4.0%19億7,941万9,806円商工費
8.5%42億5,616万3,123円土木費
3.8%19億0,547万4,522円消防費
15.0%74億7,525万9,129円教育費
0.0%758万1,660円災害復旧費
10.4%51億7,067万5,164円公債費

100.0%498億9,451万3,022円合　計

自主財源
49.92％

依存財源
50.08％
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■
平
成　

年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

27

正
予
算
（
第
2
号
）平

成　

年
度
決
算
に
伴

26

う
繰
越
金
の
整
理
の
他
、
子
ど
も
子
育
て

新
制
度
に
伴
う
国
庫
支
出
金
と
県
支
出
金

の
歳
入
組
替
え
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等

に
伴
う
歳
出
の
増
額
や
新
庁
舎
建
設
基
金

の
積
み
立
て
を
行
う
も
の
な
ど
、　

億
6

16

9
9
5
万
6
千
円
が
追
加
さ
れ
た
。

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

予予
算算
常常
任任
委委
員員
会会

〈
議
案
の
概
要
〉

決算の概要
　一般会計、特別会計、水道事業会計の　会計における歳入歳出決算審査について、　 月15日・16日及9 9
び25日の　日間行った。3
　予算執行状況や行政効果の確認などを基本に審査した結果、各会計のいずれも適正に処理され、財産管
理、及び基金管理運用等についても、良好な執行を確認し、　 会計すべて認定すべきものとした。9
　一般会計における決算は、前年度比、歳入　.　％増、歳出　.　％増となっている。特別会計では、歳49 52
入で　.　％増、歳出で　.　％増となっており、すべての会計において黒字決算となっている。12 05

注目事業の決算額!!注目事業の決算額!!注目事業の決算額!!注目事業の決算額!!

平成26年度の主な事業平成26年度の主な事業平成26年度の主な事業平成26年度の主な事業

馬場整備事業（新規）
決算額

3,983万円

放射能対策事業
決算額

26億2,833万円

地域バス事業
（ゆ～バス、予約ワゴンバス）

決算額
1億9,560万円

議会・各委員会は会
期日程に基づき本庁
舎４階で行われてい
ます。是非傍聴にお
越し下さい。
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愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

総総
務務
企企
画画
常常
任任
委委
員員
会会

■
那
須
塩
原
市
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

福福
祉祉
教教
育育
常常
任任
委委
員員
会会

■
那
須
塩
原
市
奨
学
金
の
給
付
に
関
す
る

条
例
の
制
定
、
那
須
塩
原
市
奨
学
生
選
考

委
員
会
条
例
の
制
定
、
那
須
塩
原
市
奨
学

資
金
貸
与
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
切
り
替
え
は

個
人
の
考
え
で
あ
り
、
住
基
カ
ー
ド
も　
10

年
間
は
有
効
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

答
弁

■
那
須
塩
原
市
水
道
基
金
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
平
成　

年
度
那
須
塩
原
市
水
道
事
業
会

26

計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
で
の
各

部
署
の
監
査
を
見
直
し
、
更
に
チ
ェ
ッ
ク

体
制
、
情
報
管
理
の
仕
方
、
使
い
方
も
合

わ
せ
て
確
認
し
て
い
る
。

答
弁

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
、

情
報
が
漏
れ
る
と
い
う
心
配
も
あ
る
が
、

指
導
、
研
修
を
考
え
て
い
る
か
？

質
疑

番
号
法
の
施
行
に
伴
い

法
律
に
よ
り
条
例
に
委
任
さ
れ
た
項
目
を

制
定
し
、
内
容
は
、
法
の
規
定
に
即
し
個

人
番
号
を
利
用
す
る
業
務
、
特
定
個
人
情

報
を
提
供
す
る
業
務
に
つ
い
て
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

奨
学
資
金
の
給
付
ま
た

は
貸
与
を
受
け
る
者
を
公
平
か
つ
公
正
に

選
考
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
く
附
属
機
関
と
し
て
那
須
塩
原
市
奨

学
生
選
考
委
員
会
を
条
例
に
よ
り
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

を
想
定
し
て
い
る
。
現
行
制
度
で
も
、
保

護
者
と
連
帯
保
証
人
を
1
名
ず
つ
付
け
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
公
金
を
支
出

す
る
に
鑑
み
て
、
保
証
人
を
付
す
る
こ
と

が
適
切
だ
と
考
え
た
。全

員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

■
那
須
塩
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

建
築
基
準
法
の
改
正
に

伴
い
、
建
築
物
の
構
造
計
算
適
合
判
定
を

施
行
日
か
ら
判
定
機
関
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
手
数
料
を
本
市
で
徴
収
す

る
こ
と
が
な
く
な
る
た
め
、
条
項
を
削
除

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
よ

り
、
個
人
番
号
を
知
ら
せ
る
通
知
カ
ー
ド

並
び
に
希
望
者
、
申
請
者
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
初

回
は
国
庫
補
助
に
よ
り
無
料
と
な
る
が
、

再
交
付
で
は
手
数
料
を
徴
収
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

改
正
の
内
容
は
、　

月
5
日
を
施
行
日

10

と
し
、
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
規
定
の
追

加
、　

年
1
月
1
日
の
施
行
で
、
個
人
番

28

号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
の
規
定
を
追

加
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
住

基
カ
ー
ド
の
交
付
規
定
は
削
除
す
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
が
停
止
さ
れ
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
変
わ
る
わ
け
だ
が
、
改

め
て
個
人
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
な
い
で
住
基

質
疑

賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉西

塩
地
区
水
道
基
金
に

つ
い
て
は
今
後
の
積
み
立
て
予
定
が
な
い

為
、
こ
の
基
金
に
つ
い
て
廃
止
す
る
も
の

で
あ
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

建建
設設
経経
済済
常常
任任
委委
員員
会会

現
行
制
度
で
は
、
国
庫
補
助
金
の

返
納
に
伴
う
延
滞
金
の
利
息
を
根
拠
と
し

　
・　

％
と
し
て
い
る
が
、
民
法
の
損
害

10
95

金
を
付
加
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
、
民
法

で
定
め
る
延
滞
金
・
遅
延
損
害
金
の
5
％

答
弁

有
能
な
人
材
の
育
成
に

寄
与
す
る
た
め
、
学
業
の
成
績
が
優
秀
で

修
学
の
意
欲
の
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
国
内

の
大
学
に
入
学
し
、
ま
た
は
海
外
に
留
学

す
る
者
に
対
し
、
奨
学
金
を
給
付
す
る
こ

と
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
遅
延
損
害

金
の
記
載
が
あ
る
が
、
遅
延
損
害
金
の
内

容
、
程
度
は
?
ま
た
、
連
帯
保
証
人
の
条

件
緩
和
と
し
て
、
市
内
在
住
条
件
の
撤
廃

及
び
市
税
完
納
条
件
の
撤
廃
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
連
帯
保
証
人
1
名
を
付
け
る

理
由
を
伺
う
。

質
疑

奨
学
資
金
の
貸
与
に
関

し
、
こ
れ
ま
で
国
内
の
み
を
対
象
と
し
て

い
た
も
の
を
、
新
た
に
海
外
に
留
学
す
る

者
も
そ
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
返
還

期
間
を
延
長
す
る
な
ど
必
要
な
見
直
し
を

行
う
こ
と
で
、
よ
り
利
活
用
し
や
す
く
す

る
も
の
で
あ
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
は
選
択
で
き
る

か
？

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉 平

成　

年
度
水
道
事
業

26

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金　

億
7
7
7
0

46

万
9
2
2
4
円
の
う
ち
、
7
億
9
0
0
万

5
7
3
円
を
建
設
改
良
積
立
金
に
積
み
立

て
、
残
り　

億
6
8
7
0
万
8
6
5
1
円

39

を
資
本
金
へ
組
み
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉
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●会派代表質問に　会派、市政一般質問に　議員3 8

インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！

インターネット録画映像配信中！

I N F O R M A T I O N

　各議員の質問内容は、市議会ホームページからご覧いただくことができます。
　本会議中は生中継も配信していますので、ぜひご利用ください。

　

※この議会中継は那須塩原市の公式記録ではありません。公式記録は会議録でご確認ください。

【9月定例会インターネット中継アクセス数　のべ　1,559人】

議会・委員会を傍聴してみませんか議会・委員会を傍聴してみませんか議会・委員会を傍聴してみませんか議会・委員会を傍聴してみませんか
　議会・各委員会は会期日程に基づき本庁舎４階で行われています。是非傍聴にお越し下さい。
【9月定例会傍聴者数　のべ　114人】
本会議の傍聴に来られた方の人数

９２人
委員会の傍聴に来られた方の人数

２２人

那須塩原市議会　議会中継  と入力し  検索

　　月　日から　日までの日程で会派代表質問及び市政一般質問が行われました。9 7 9
　それぞれの議員の様々な課題に対する活発な質問内容の一部を要約し掲載いたします。
　なお、各議員の掲載内容は、質問した議員自らが項目・問答の内容を選定しています。

　月　日9 9
⑤　相馬　　剛 議員　 …………………………………………………………………………… 16

⑴中学校の部活動について　⑵時代に合った地域づくりについて　⑶市有財産の有効活用について

⑥　星　　宏子 議員　 …………………………………………………………………………… 16
⑴関谷小学校・金沢小学校の統廃合について　⑵本市のスクールバスの運行について
⑶多様な学び方の支援について

⑦　髙久　好一 議員    …………………………………………………………………………… 17
⑴いじめ、不登校について　⑵ミニボートピアについて　⑶介護保険について　

⑧　平山　啓子 議員    …………………………………………………………………………… 17
⑴不育症治療に公的助成を　⑵子育て環境の整備について　⑶大震災時の火災抑制について
⑷防災意識の向上を目指して

　月　日9 8
①　佐藤　一則 議員　 …………………………………………………………………………… 14
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第
2
段
階
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

単
学
級
小
規
模
小
学
校
の
う
ち
、
平

成　

年
度
末
時
点
で
基
準
児
童
数
未
満
の

28
場
合
は
、
平
成　

年
度
末
ま
で
に
統
廃
合

32

を
実
施
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
ど

の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

教
育
長　

第
2
段
階
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
点
検
、
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
、
諸
般
の
状
況
の
変
化
や
各
地
域

の
将
来
的
な
児
童
生
徒
数
の
推
移
等
を
慎

重
か
つ
的
確
に
見
き
わ
め
つ
つ
、
各
地
域

の
実
情
や
地
域
住
民
の
意
思
を
十
分
に
勘

案
し
な
が
ら
、
点
検
、
見
直
し
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
平
成　

年
度
中
に
は
、
基

28

準
児
童
数
を
含
め
た
適
正
な
学
校
規
模
の

あ
り
方
な
ど
、
一
定
の
結
論
が
出
せ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

4
月
か
ら
の
相
談
件
数
と
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

8
月
末
で
相
談
件
数
が　

件
90

と
な
っ
て
い
る
。
内
容
別
に
は
、
収

入
、
生
活
費
の
相
談
が　

件
と
相
談
の
約

44

半
分
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
病
気
や
健

康
、
障
害
の
相
談
が
9
件
、
住
ま
い
の
相

談
が
4
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
仕
事
探
し
、
就
職
、
債
務
、
ひ
き

こ
も
り
、
仕
事
の
不
安
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
多
様
な
相
談
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
実
質
収

26

支
額
は
、
対
前
年
比
5
・
3
％
増
の

　

億
8
1
1
1
万
8
3
5
5
円
と
黒
字
決

24算
と
な
っ
て
い
る
が
、
評
価
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　

平
成　

年
度
決
算
の
実
質
収

26

支
が　

億
円
を
超
え
る
額
と
な
っ
た

24

の
は
、
予
算
を
上
回
る
市
税
収
入
が
確
保

で
き
た
こ
と
に
加
え
、
予
算
執
行
に
当
た

る
全
職
員
が
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
経
費
の
無
駄

ゼ
ロ
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
、
大
き

な
そ
の
結
果
と
し
て
報
わ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

小
中
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
に
つ
い
て

統
廃
合
第
二
段
階
に
向
け
て
の
状
況
は

平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て

26

眞壁 俊郎眞壁　俊郎 議員議員

問答

問答問答

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
出
生
時
か

ら　

歳
ま
で
一
貫
し
た
支
援
体
制
が

20

来
年
4
月
か
ら
始
動
す
る
。
具
体
的
内
容

と
継
続
し
た
支
援
を
受
け
る
た
め
の
情
報

連
携
ノ
ー
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

個
別
の
支
援
計
画
に
よ
り
継

続
し
た
支
援
体
制
と
す
る
た
め
に
支

援
の
方
法
や
内
容
等
の
情
報
を
関
係
者
が

共
有
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
情
報
連
携
ノ
ー
ト
的

な
も
の
の
作
成
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
運
用
に
よ
る
成

果
と
行
政
評
価
へ
の
市
民
の
声
を
取

り
入
れ
る
仕
組
み
を
伺
う
。

市
長　

平
成　

年
度
か
ら
改
善
を
行

25

い
、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
優
先
的
に

取
り
組
む
施
策
の
方
向
性
を
行
財
政
運
営

の
基
本
方
針
と
し
、
実
施
計
画
の
策
定
や

予
算
編
成
方
針
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

市
民
の
声
は
、
総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ

せ
て
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

新
公
会
計
制
度
は
、
数
値
化
、
見
え

る
化
、
分
か
る
化
、
で
あ
る
。
正
確

な
資
産
・
負
債
の
把
握
が
で
き
る
基
準
モ

デ
ル
や
東
京
都
方
式
の
導
入
が
必
要
で
は

な
い
か
、
伺
う
。

市
長　

本
市
に
お
い
て
も
統
一
的
な

基
準
に
よ
る
財
務
書
類
の
作
成
に
向

け
て
昨
年
度
か
ら
3
カ
年
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
の
中
で
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
複
式
簿
記
等
に
つ
い
て
も
導

入
を
進
め
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

社
協
へ
委
託
し
、
相
談
お
よ

び
個
別
の
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
を

行
っ
て
い
る
。
家
計
相
談
支
援
事
業
と
学

習
支
援
事
業
も
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
仮
称
）と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
整
備
構
想
の
誘
致
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

整
備
内
容
は
、
人
工
芝
2
面

天
然
芝
1
面
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど

の
整
備
を
行
う
A
ラ
ン
ク
が
優
先
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
整
備
構
想
誘
致
は
か
な
り

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
と
考
え
る
。

来
年
4
月
か
ら
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト

発
達
障
が
い
の
あ
る
方
々
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を

行
政
に
企
業
会
計
の
考
え
方
の
導
入
を

吉成 伸一吉成　伸一 議員議員

問答問

問答問答

１

２

行
政
経
営
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

答

生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ
い
て

問答 仮
称
と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
い
て
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３

新
庁
舎
建
設
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
、
考
え
方
と
庁
舎
建
設
の

基
本
理
念
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

那
須
塩
原
駅
を
核
と
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
、
県
北
の

中
核
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
が
位
置

付
け
ら
れ
る
と
思
う
。

企
画
部
長　

庁
舎
建
設
の
基
本
理
念

は
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
の
拠
点
と
な

る
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
こ
と
、
交
流
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
は
市
民

交
流
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
を
掲
げ
て
い
る
。

新
庁
舎
の
中
に
入
れ
た
ほ
う
が
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
な
る
と
い
う
も
の
は
。

企
画
部
長　

健
康
増
進
課
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
は
検
討
に
入
る
と
考
え

て
い
る
。

新
庁
舎
と
支
所
の
機
能
及
び
現
庁
舎

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

西
那
須
野
・
塩
原
支
所

と
箒
根
出
張
所
は
残
す
が
、
具
体
的

な
こ
と
は
今
後
の
検
討
に
な
る
。
本
庁
舎

は
政
策
立
案
機
能
で
現
在
の
庁
舎
と
西
那

須
野
に
あ
る
部
が
全
部
入
る
こ
と
に
な
る
。

支
所
機
能
は
身
近
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
既
存
庁
舎
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
有
効
に
活
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
調
整
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

西
那
須
野
庁
舎
に
つ
い
て
は
支
所
で
残
す

以
外
は
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
完
成
後
の
職
員
数
に
つ
い
て

と
臨
時
職
員
、
再
任
用
職
員
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

業
務
量
調
査
等
を
実
施
し
な

が
ら
想
定
人
数
を
精
査
し
て
い
る
。

財
政
状
況
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
臨
時
・

再
任
用
職
員
を
任
用
し
て
い
き
た
い
。

学
校
と
給
食
施
設
の
整
備
状
況
と
今

後
の
計
画
を
伺
う
。

市
長　

今
年
度
で
耐
震
改
修
事
業
は

終
了
す
る
。
今
後
は
長
寿
命
化
を
視

野
に
計
画
を
策
定
し
て
改
修
を
し
て
い
く
。

学
校
給
食
施
設
は
共
英
学
校
給
食
共
同
調

理
場
が　

年
経
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
早
期

35

改
築
を
検
討
し
て
い
る
。

教
育
部
長　

小
学
校
の
体
育
館
は
老

朽
化
は
も
ち
ろ
ん
、
建
設
当
時
か
ら

子
ど
も
の
数
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
優
先
的
に
改
修
を
考
え
て

い
き
た
い
と
、
今
整
理
を
し
て
い
る
。

那
須
塩
原
駅
前
に
新
庁
舎
建
設
で
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
の
か

庁
舎
建
設
の
基
本
理
念
は
わ
か
り
や
す
く
示
す
べ
き

学
校
と
給
食
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

山本はる山本はるひひ 議員議員

問答問

答 問答 問答

答答問答

【会議録検索システム】【会議録検索システム】【会議録検索システム】【会議録検索システム】【会議録検索システム】
稼働中！稼働中！稼働中！稼働中！稼働中！

　会議録検索システムとは、定例会や臨時
会の本会議における発言内容を、「開催年」、
「キーワード」、「発言者」などで簡単かつ迅
速に見つけ出すことができるものです。
　市議会ホームページから、ぜひご利用く
ださい。

INFORMATION

那須塩原市議会　会議録 と入力し 検索
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１

２

当
市
の
歳
入
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
割
合
と
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

一
般
会
計
の
歳
入
の　
・
3
36

％
が
市
税
収
入
で
、
そ
の
う
ち
の

　
・
5
％
が
固
定
資
産
税
で
あ
り
、
そ
の

48割
合
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。

税
収
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
市
の
見

解
を
伺
う
。

市
長　

固
定
資
産
税
は
市
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
基
幹
税
で
あ
る
。
近

年
地
価
の
下
落
、
家
屋
や
償
却
資
産
の
経

年
減
価
に
よ
る
価
格
の
減
少
な
ど
の
影
響

で
減
収
し
て
い
る
。
確
実
な
税
収
の
確
保

を
図
り
た
い
。

新
た
な
税
条
例
や
特
区
を
設
け
る
考

え
は
あ
る
か
。

市
長　

現
在
本
市
に
お
い
て
は
そ
の

考
え
は
な
い
。

空
き
家
条
例
に
は
、
長
期
的
な
空
き

家
問
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
戦

略
的
な
施
策
は
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

建
設
部
長　

全
域
的
な
対
応
策
も
あ

わ
せ
て
十
分
に
検
討
し
た
い
。

空
き
家
等
の
管
理
に
関
す
る
相
談
が

入
っ
た
時
こ
そ
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
意
思
確
認
を
し
た
り
地
元
自
治
会

へ
つ
な
ぐ
な
ど
、
効
果
的
な
空
き
家
対
策

を
打
て
る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
如
何
か
。

建
設
部
長　

協
定
を
結
ん
だ
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
空

き
家
の
適
正
な
管
理
を
行
っ
た
り
、
情
報

と
し
て
持
っ
て
対
策
に
使
っ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画
で
は
、
空
き

家
予
備
軍
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
戦

略
を
周
到
に
用
意
す
べ
き
で
は
。

建
設
部
長　

立
地
適
正
化
計
画
の
中

で
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
空
き

家
対
策
を
関
連
付
け
て
十
分
に
検
討
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
長
期
的
・
戦
略
的
に

考
え
る
部
署
を
作
る
考
え
は
あ
る
か
。

企
画
部
長　

必
要
が
生
じ
た
場
合
に

は
新
し
い
部
署
の
設
置
等
も
検
討
し

た
い
。

空
き
家
・
空
地
の
問
題
は
、
市
の
財
政
を
支
え
る
固
定
資
産
税
に
直
結

長
期
的
・
戦
略
的
な
空
き
家
対
策
が
必
要
不
可
欠

藤村由美藤村由美子子 議員議員

問答問答

問答問答

那
須
塩
原
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

那
須
塩
原
市
希
少

野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例

及
び
規
則
に
指
定
さ
れ
て
い
る
2
7
7
種

の
動
植
物
も
含
め
て
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
の
選
定
作
業
を
し
て
い
る
。

希
少
野
性
動
植
物
の
生
息
地
等
保
全

協
定
区
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

市
内　

地
区
と
生

15

息
地
等
保
全
協
定
区
の
締
結
を
し
て
、

希
少
な
ミ
ズ
ニ
ラ
、
ナ
ス
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ

メ
、
カ
ザ
グ
ル
マ
等
の
保
全
に
尽
く
し
て

い
る
。指

標
生
物
で
あ
る
ミ
ツ
バ
チ
の
大
量

死
と
農
薬
の
関
係
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

農
水
省
は
大
量
死

の
一
因
と
し
て
、
ネ
オ
ネ
コ
チ
ノ
イ

ド
系
農
薬
に
よ
る
影
響
と
の
因
果
関
係
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
農
薬
の
空
中
散
布
の
時
期
に

養
蜂
家
に
実
施
日
を
通
知
し
、
水
稲
農
家

に
も
養
蜂
家
へ
配
慮
し
た
防
除
の
注
意
事

項
を
記
載
し
た
も
の
を
配
布
し
て
全
体
と

し
て
の
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
観
光
部
長　

地
球
温
暖
化
の
防

止
等
を
図
る
た
め
、
住
宅
に
設
置
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
本

年
8
月
末
日
現
在
で
1
2
7
5
件
。
本
年

度
か
ら
新
た
に
蓄
電
池
設
置
費
補
助
事
業

を
設
置
し
、
本
年
8
月
末
日
で　

件
の
実

43

績
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
農
用
地
面
積
、
森
林
面
積
、

宅
地
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

農
用
地
は
減
少
傾
向
、

森
林
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定

価
格
買
取
制
度
を
機
に
減
少
幅
が
大
き
く
、

宅
地
は
若
干
の
増
加
傾
向
に
あ
る
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
当

た
り
規
制
は
あ
る
か
伺
う
。

企
画
部
長　

農
用
地
の
場
合
は
通
常

の
農
用
地
転
用
手
続
き
、
森
林
の
場

合
は
利
用
面
積
に
よ
り
届
け
出
や
林
地
開

発
許
可
等
、
宅
地
の
場
合
は
手
続
き
不
要
、

大
規
模
な
土
地
取
引
を
伴
う
場
合
は
、
国

土
利
用
計
画
法
等
の
届
け
出
が
必
要
だ
が
、

何
れ
の
場
合
も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

人
と
自
然
が
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ
た
り

自
然
環
境
の
保
全
・
活
用
に
つ
い
て

佐藤 一佐藤　一則則 議員議員

問答問答

問答問答問答

問答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
に
つ
い
て

問答問

答問答

個人
市民
税固定

資産
税 法人

市民
税

その他

市税収入の割合
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今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
き
っ

か
け
に
地
域
の
魅
力
が
再
確
認
さ
れ
、

継
続
的
な
消
費
増
加
に
つ
な
が
る
か
が
効

果
拡
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
う
が
、

本
市
の
所
感
を
伺
う
。

市
長　

商
品
券
の
発
行
を
契
機
と
し
、

個
々
の
店
舗
や
商
品
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
継
続
的
な
顧
客
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
抽

せ
ん
で
当
た
る
再
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
に
は

市
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
等
を
多
数
用
意
し

て
い
た
だ
い
て
も
い
る
。

今
後
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

今
回
の
事
業
に
お
け
る
課
題

把
握
、
あ
る
い
は
購
入
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
、
精
算
の
状
況

等
の
検
証
、
さ
ら
に
は
発
行
事
業
委
員
会

や
関
係
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
前
向
き

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

商
品
券
発
行
事
業
に
対
す
る
本
市
の
所
感
と
今
後
は

櫻田 貴櫻田　貴久久 議員議員

問答問答

本
市
の
小
学
校
に
つ
い
て
、
体
育
館

の
増
改
築
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長　

体
育
館
の
老
朽
化
、
ま

た
面
積
的
な
部
分
で
も
、
非
常
に
緊

急
に
改
築
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

埼
玉
、
鍋
掛
小
学
校
の
2
校
で
あ
る
。

い
じ
め
の
報
告
件
数
並
び
に
推
移
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

平
成　

年
度
の
調
査
で
は
、

26

小
学
校　

件
、
中
学
校　

件
、
合
計

30

20

　

件
の
い
じ
め
の
報
告
が
あ
り
、
過
去
5

50年
間
の
統
計
デ
ー
タ
で
は
、
毎
年
概
ね　
50

件
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

本
市
の
い
じ
め
の
対
策
に
つ
い
て
現

状
を
伺
う
。

教
育
長　

今
年
3
月
に
市
及
び
市
教

育
委
員
会
は
、
那
須
塩
原
市
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
、
い
じ
め
対
策

事
業
は
、
ハ
イ
パ
ー
Q
U
事
業
、
い
じ
め

対
策
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
、
い
じ
め
・

不
登
校
聞
き
取
り
調
査
な
ど
で
あ
る
。

先
生
と
校
長
、
ま
た
学
校
と
教
育
委

員
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

各
学
校
で
は
、
い
じ
め
を

認
知
し
た
時
点
で
、
全
職
員
で
情
報

を
共
有
し
、
校
長
の
指
示
の
も
と
、
校
内

い
じ
め
対
策
委
員
会
を
開
い
て
対
応
策
を

協
議
し
、
迅
速
か
つ
組
織
的
に
対
応
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
学
校
と
教
育

委
員
会
の
連
携
で
は
、
学
校
と
の
情
報
共

有
を
図
る
た
め
に
、
毎
月
の
い
じ
め
報
告

を
受
け
、
ま
た
、
担
当
指
導
主
事
が
年
3

回
学
校
へ
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

学
校
と
P
T
A
、
そ
し
て
地
域
の
関

係
団
体
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

各
学
校
に
お
い
て
、
学
校

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
し
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
と
対
応
に
つ
い
て
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
P
T
A
或
い
は
地

域
に
説
明
を
し
、
連
携
、
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
。ま
た
今
年
度
か
ら
、
6
月
を
、

い
じ
め
防
止
強
調
月
間
と
位
置
づ
け
、
市

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
防
止
及
び
早

期
発
見
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
配
布
を
行
っ
た
。関
係
機
関

と
の
連
携
は
、
警
察
、
児
童
相
談
所
、
子
ど

も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
と
の
連
携
、
相
談
に
努

め
、
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
充
実
を
!

学
校
施
設
整
備
、い
じ
め
撲
滅
に
つ
い
て

い
じ
め
の
対
策
に
つ
い
て

齊藤 誠齊藤　誠之之 議員議員

問答問答

問答問答

問

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
局
が
発
足
し
て
6
カ
月
が
た
と

う
と
し
て
い
る
が
、
観
光
局
が
抱
え

る
課
題
は
。

産
業
観
光
部
長　

現
在
、
観
光
局
に

お
け
る
最
優
先
課
題
は
、
本
市
の
強

み
で
あ
る
良
質
な
温
泉
を
軸
と
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
温
泉
地
と
し
て
の

質
の
向
上
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
局
の
役
割
と
し
て
、
人
材

や
地
域
の
育
成
、
他
産
業
や
他
地
域
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、
ほ
か
に
も

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
観
光
局
の
組
織
体

制
の
強
化
と
地
域
全
体
で
観
光
客
を
お
迎

え
す
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
伺
う

総
務
部
長　

係
長
級
以
下
の
職
員
を

対
象
と
す
る
姿
勢
・
適
正
評
価
と
課

長
補
佐
及
び
課
長
級
の
職
員
を
対
象
と
す

る
管
理
能
力
評
価
の
2
つ
の
能
力
評
価
を
、

職
員
間
の
差
を
な
く
し
て
組
織
全
体
の
底

上
げ
を
図
る
た
め
の
人
材
の
育
成
を
主
眼

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
平
成　

年
度
か

28

ら
の
業
績
評
価
導
入
に
向
け
て
庁
内
検
討

委
員
会
を
組
織
し
、
新
た
な
人
事
評
価
制

度
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

観
光
行
政
に
つ
い
て

問答

答

問 職
員
の
育
成
と
人
事
評
価
に
つ
い
て

答
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6

関
谷
小
学
校
、
金
沢
小
学
校
合
併
に
伴
い

教
育
環
境
の
整
備
と
充
実
を
求
め
る

地
域
内
外
の
人
々
が
集
う
交
流
拠
点

と
、
人
々
の
情
報
共
有
・
情
報
発
信

の
場
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

定
住
人
口
の
増
加
を
図
り

人
々
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
う
え
で
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
や
国
際
交
流
、
個
性
豊
か
な
駅
前
地
区

の
創
造
や
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ
り
、
交

流
拠
点
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
の
情
報
を
市
民
と
共
有
し
、
市

民
み
ず
か
ら
の
情
報
発
信
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
制
定
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
所
有
の
市
有
財
産
で
土
地
、
建

物
の
件
数
と
市
道
の
本
数
を
伺
う
。

総
務
部
長　

市
所
有
の
土
地
は
4
7

1
0
筆
、
建
物
は
3
0
2
件
8
7
4

棟
、
市
道
2
5
0
1
本
を
認
定
し
て
い
る
。

相馬相馬　　剛剛 議員議員

問答問答

今
後
、
市
有
財
産
の
命
名
権
の
活
用

の
考
え
を
伺
う
。

総
務
部
長　

平
成　

年
2
月
に
策
定

26

し
た
市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
関
す

る
基
本
方
針
で
、
命
名
権
は
具
体
的
な
取

り
組
み
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
自

主
財
源
の
増
加
と
い
う
点
で
手
だ
て
を
考

え
る
の
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
に
お
け
る
部
活
動
の
位
置
づ
け

ま
た
、
中
学
部
活
動
の
加
入
状
況
や

現
在
の
課
題
や
、
そ
の
将
来
像
を
伺
う
。

教
育
長　

中
学
校
の
部
活
動
は
、
文

科
省
の
学
習
指
導
要
領
で
教
育
の
一

環
と
位
置
づ
け
が
あ
り
、
本
市
で
は
生
徒

の
部
活
動
所
属
は
原
則
で
、
加
入
率
は　
98

％
、
運
動
部
に
限
る
と　

％
で
あ
る
が
、

74

運
動
離
れ
が
進
み
、
部
活
動
の
加
入
者
も

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
運
動
部
活
動
が

過
熱
し
勝
利
至
上
主
義
に
陥
り
、
本
来
の

活
動
か
ら
逆
効
果
と
な
っ
て
い
る
場
合
や
、

教
員
も
経
験
の
無
い
部
活
動
を
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、

大
会
や
遠
征
で
経
費
が
か
さ
み
保
護
者
の

負
担
増
加
の
問
題
も
あ
り
、
丁
寧
な
説
明

が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。

　

部
活
動
は
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営

む
た
め
に
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
上
で

重
要
で
あ
り
、
生
徒
数
の
減
少
問
題
も
あ

る
が
、
部
活
動
体
制
を
見
直
し
、
地
域
や

保
護
者
の
協
力
・
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

平
成　

年
4
月
に
関
谷
小
学
校
・
金

28

沢
小
学
校
は
統
合
し
、
新
関
谷
小
学

校
と
な
る
。
そ
の
中
で
幾
つ
か
整
備
を
進

め
る
べ
き
課
題
も
出
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
那
須
塩
原
市
を
つ
く
る
人
材
育
成

へ
の
投
資
と
な
り
、
高
い
教
育
水
準
と
教

育
環
境
は
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
定
住

促
進
を
考
え
る
上
で
魅
力
の
一
つ
に
な
る

こ
と
か
ら
、
関
谷
小
学
校
へ
の
プ
ー
ル
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

塩
原
地
区
の
小
中
学
校
に
お

い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て

金
沢
小
学
校
、
ま
た
は
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
プ
ー
ル
を
現
在
利
用
し
て
い
る
。

関
谷
小
学
校
へ
の
プ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い

て
必
要
性
を
含
め
今
後
検
討
を
進
め
る
。

関
谷
小
学
校
の
体
育
館
の
ト
イ
レ
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

体
育
館
用
ト
イ
レ
設
置
に
つい

て
も
あ
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

統
廃
合
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運

行
し
て
い
る
学
校
に
お
い
て
、
運
行

区
域
の
見
直
し
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

教
育
部
長　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
対

応
が
困
難
な
遠
距
離
通
学
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
当
面
は
補
助
金
を
活
用
し
た

対
応
を
図
り
た
い
。
児
童
生
徒
の
よ
り
よ

い
通
学
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
運
行
対

象
区
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
。

全
国
の
不
登
校
者
数
は
約　

万
人
と

12

言
わ
れ
て
い
る
。
在
宅
の
不
登
校
の

受
け
皿
と
し
て
、
多
様
な
団
体
、
主
体
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
国
も
多
様
な
教
育

機
会
確
保
法
（
仮
称
）
制
定
を
目
指
す
動

き
も
出
て
い
る
。
本
市
に
は
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
は
な
い
が
、
学
ぶ
窓
口
を
広
げ
、

不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
学
ぶ

機
会
を
選
択
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
に
よ

る
学
習
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
適
応

指
導
教
室
が
あ
り
教
育
専
門
員
や
教
育
相

談
員
が
対
応
し
て
い
る
。
学
校
外
の
教
育

施
設
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
小
中
学
校
が

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
連
携
し
て
児
童
生

徒
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
研
究
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

星 宏星　　宏子子 議員議員

問答答

問答問答

問答問答

多
様
な
学
び
方
の
支
援
に
つ
い
て

問

中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て

市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
な
か
で

時
代
に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
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7

8

不
育
症
治
療
に
費
用
を
気
に
せ
ず
に

専
念
で
き
る
よ
う
、
公
費
助
成
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、

市
と
し
て
公
的
負
担
を
行
う
考
え
は

な
い
。西

那
須
野
支
所
、
塩
原
支
所
に
授
乳

室
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
設
置
を

子
ど
も
未
来
部
長　

西
那
須
野
支
所

は
既
存
の
相
談
室
等
を
利
用
し
、
塩

原
支
所
も
、
既
存
の
施
設
等
を
利
用
し
て

対
応
し
て
い
る
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
設
置
は
要

望
も
特
に
な
い
た
め
考
え
て
い
な
い
。

子
育
て
家
族
の
外
出
支
援
「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
利
用
で
き
る
移
動

式
簡
易
テ
ン
ト
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
町
の
状
況
を
調
査
し

事
業
実
施
の
必
要
性
な
ど
研
究
し
て
参
り

た
い
。

大
地
震
時
の
火
災
抑
制
に
つ
い
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

問答問

学
校
基
本
調
査
が
8
月
に
発
表
さ
れ
、

本
県
の
い
じ
め
・
不
登
校
が
依
然
と

し
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
本
市
の
取
り

組
み
と
考
え
を
求
め
る
。

教
育
長　

今
回
は
小
中
学
校
と
も
に

不
登
校
の
出
現
率
が
数
値
的
に
は

戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
不
登
校
児
童
生
徒
に

対
し
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
方
法
で
粘
り

強
く
対
応
し
て
い
る
が
、
解
消
の
た
め
に

は
ま
だ
ま
だ
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
い
じ
め
対
策
は
、
3

月
に
策
定
し
た
市
の
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
に
基
づ
き
総
合
的
に
推
進
し
て
い
る
。

い
じ
め
や
体
罰
を
「
ゼ
ロ
」
と
報
告

す
る
ク
ラ
ス
や
学
校
が
あ
り
、
理
解

で
き
て
い
な
い
教
職
員
が
い
る
恐
れ
が
あ

る
と
思
う
が
、
対
応
と
考
え
を
聞
か
せ
て

欲
し
い
。

教
育
長　

平
成　

年
度
の
調
査
で
は

26

市
内
小
中
学
校
の
約
半
数
の
学
校
か

い
じ
め
、
不
登
校
に
つ
い
て

本
市
の
現
状
、課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

問答問答

ら
い
じ
め
ゼ
ロ
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

体
罰
に
つ
い
て
学
校
か
ら
の
報
告
は
平
成

　

、　

年
度
は
受
け
て
い
な
い
。
い
じ
め

25

26

の
問
題
は
、
い
つ
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る

と
い
う
危
機
感
は
絶
え
ず
持
っ
て
い
る
。

岩
手
県
の
問
題
を
受
け
て
、
国
か
ら
再
調

査
と
い
う
異
例
の
対
応
を
取
っ
た
が
、
結

果
は
最
初
の
調
査
と
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

現
在
、
上
赤
田
地
区
に
設
置
が
検
討

さ
れ
て
い
る
（
仮
称
）
ミ
ニ
ボ
ー
ト

ピ
ア
（
場
外
舟
券
売
り
場
）
は
、
事
業
者

に
よ
る
地
元
住
民
へ
の
現
地
見
学
や
説
明

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
の
影
響
か

ら
子
ど
も
や
地
域
の
生
活
を
守
れ
と
設
置

に
反
対
す
る
掲
示
板
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
都
市
計
画
で
は
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア

は
不
要
の
施
設
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の

見
解
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

企
画
部
長　

4
月
現
在
全
国
に　

カ
62

所
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
栃
木
県
内

に
こ
れ
ら
の
施
設
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

市
に
対
し
て
事
業
関
係
者
か
ら
具
体
的
な

動
き
が
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
想
定
の
な
い
施

設
で
あ
る
。

髙久 好髙久　好一一 議員議員

問答

平山 啓平山　啓子子 議員議員

政
府
は
木
造
住
宅
の
密
集
市
街
地
に

お
け
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
率

を
今
後　

年
間
で　

％
と
す
る
目
標
を
掲

10

25

げ
た
。
本
市
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
普
及
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
、
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
防
災
訓
練
時
に
も
チ
ラ
シ
の
配
布
等

を
予
定
し
て
い
る
。
地
域
防
災
活
動
と
し

て
自
主
防
災
組
織
あ
る
い
は
自
治
会
で
の

共
同
購
入
や
設
置
協
力
な
ど
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
将
来

の
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
若
者

を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
本
市

内
の
中
学
校
の
部
活
動
に
防
災
部
を
設
置

す
る
お
考
え
に
つ
い
て
本
市
の
所
見
を
伺

う
。

教
育
長　

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動

は
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
付

け
て
お
り
、
生
徒
の
自
発
的
・
自
主
的
な

活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
市
教
育
委

員
会
は
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
市
内
の
消

防
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
小

学
生
、
中
学
生
が
見
学
で
き
な
い
も
の
か

伺
う
。教

育
長　

授
業
の
中
に
ど
う
組
み
込

ん
で
い
け
る
か
、
十
分
に
研
究
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問答

ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
に
つ
い
て

答問答

問答問答 大
地
震
時
の
火
災
抑
制
に
つ
い
て
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芽
室
町
議
会
は
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所
の
「
議
会
改
革
度
調
査
2
0

1
4
」
で
、
調
査
に
回
答
し
た
1
5
0
3

議
会
の
う
ち
第
1
位
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
調
査
は
①
情
報
公
開
②
住
民
参

加
③
議
会
機
能
強
化
の
3
点
を
数
値
化
し

て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
制
定
、
議
会
報
告
会
開

催
、
政
治
倫
理
条
例
制
定
と
活
性
化
を
進

め
て
い
る
本
市
議
会
は
1
7
8
位
と
県
内

市
町
で
は
ト
ッ
プ
で
し
た
が
、
議
会
改
革

は
道
半
ば
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

芽
室
町
を
は
じ
め
議
会
改
革
先
進
地
の
取

り
組
み
を
視
察
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

3
議
会
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
積
極
的
に
情
報

公
開
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
発
行
の
議
会

だ
よ
り
、
住
民
参
加
と
し
て
は
モ
ニ
タ
ー

制
度
や
議
会
報
告
会
の
他
に
、
小
・
中
学

生
の
た
め
の
議
会
見
学
会
や
中
学
生
に
よ

視
察
「
議
会
改
革
と
議
会
活
性
化
の
先
進
的
な
取
り
組
み
」

　

9
月
定
例
会
終
了
後
の　

月
5
日
か
ら
3
日
間
、
委
員
7
人
と
正
副
議
長
、
議
会

10

事
務
局
長
、
議
事
課
長
の　

人
で
北
海
道
釧
路
市
・
芽
室
町
・
栗
山
町
の
各
議
会
を

11

行
政
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
視
察
の
目
的
は
、
議
会
改
革
や
活
性
化
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
議
会
の
先
進
事
例
や
活
動
内
容
を
学
び
、
本
市
議
会
の
活
性
化
の
参
考
に

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

★
芽
室
町
議
会
は「
議
会
白
書
」発
行

　

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
第
１
位

る
模
擬
議
会
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
、
通
年

議
会
は
も
ち
ろ
ん
外
部
の
専
門
家
に
よ
る

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
、
積
極
的
な
議
員
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
芽
室
町
と

栗
山
町
で
は
事
務
局
だ
け
で
な
く
正
副
議

長
や
委
員
長
な
ど
議
員
の
方
々
が
対
応
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
期
待
以
上
の
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

議議
会会
運運
営営
委委
員員
会会

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

海海
外外
都都
市市
産産
業業
交交
流流
促促
進進
事事
業業

　

国
際
化
の
社
会
に
対
応
で
き
る
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
得
る
人
材
育
成
と
、
産
業
の

活
性
化
を
目
的
と
す
る
、
那
須
塩
原
市
海

外
都
市
産
業
交
流
促
進
事
業
の
海
外
派
遣

研
修
に
、
６
月　

日
に
発
議
さ
れ
、
鈴
木

２６

紀
副
議
長
と
櫻
田
貴
久
建
設
経
済
常
任
委

員
長
が
、
議
員
代
表
と
し
て
平
成　

年
7

27

月
7
日
か
ら　

日
の
日
程
で
派
遣
さ
れ
ま

14

し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
リ
ン
ツ
、
ウ
ィ
ー
ン
）、

イ
タ
リ
ア
（
ミ
ラ
ノ
）
に
お
い
て
、
幅
広

い
分
野
の
研
修
先
を
訪
れ
、
本
市
の
産

業
・
観
光
の
取
り
組
み
や
、
ま
ち
づ
く
り

等
に
お
い
て
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
で

し
た
。

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

第第
44
回回
議議
場場
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

　

9
月
7
日（
月
）、
市
内
在
住
の
荒
川 
茉 ま

 
捺 
さ
ん
、
佳
子
さ
ん
親
子
に
よ
る
議
場
コ

なン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
誕
生　

周
年
を
記
念
し
、
娘

10

茉
捺
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
と
母
佳
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
今
年
3
月
に
完
成
し
た

市
の
歌
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
リ
ン
ツ
市
と
の
友
好
を
深
め
る

べ
く
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
名
曲
が

歌
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
場
に
は
多
く
の
方
が
訪
れ
、　

分
も

15

の
間
、
記
念
す
べ
き
演
奏
に
ふ
さ
わ
し
い

躍
動
感
あ
る
素
敵
な
美
声
が
響
き
渡
り
、

初
め
て
議
場
を
訪
れ
た
方
か
ら
も
「
場
が

和
ら
ぎ
、
と
て
も
よ
か
っ
た
。」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会

を
目
指
し
、
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

芽室町議会の議場での説明

リンツ市の街並み

ルーガー市長と

議長・市長と荒川茉捺さん（右）、
佳子さん（左）親子
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姉姉
妹妹
都都
市市
交交
流流
事事
業業
へへ

　

那
須
塩
原
市
議
会
は
8
月
6
日
、
7
日

と
、
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
新
座

市
を
訪
れ
、
既
に
設
計
、
計
画
ま
で
進
ん

で
い
る
新
庁
舎
建
設
等
の
説
明
会
や
、
両

市
の
議
会
に
お
け
る
意
見
交
換
会
等
を

行
っ
た
。
両
市
議
員
と
も
活
発
な
意
見
を

出
し
合
い
、
大
変
有
意
義
な
意
見
交
換
会

と
な
っ
た
。

　

両
市
の
交
流
会
は
平
成　

年
6
月
に
新

18

座
市
議
会
が
那
須
塩
原
市
に
来
訪
し
て
以

来
9
年
ぶ
り
。

陳情の採決は、「採択」と「不採択」の二通りだけなの？Ｑ
次のような例外的なケースもあります。
1． 「継続」…継続して審査する必要があると判断する委員が多い場合
2．「一部採択」…ひとつの陳情の中に項目が複数あり、その一部のみ採択すべきと判断す
る委員が多い場合

　例えば、今回の9月議会では、「放射能対策に関する陳情」について、一つの陳情の中に
複数の要求項目が含まれていた為、例外的に委員会において、各項目ごとに採決が行われ
ました。

　本誌５ページに記載されている「各議員の議案に対する賛否の状況」において、陳情に対
する賛否が○と×の二種類になっていますが、実際は下記のような4種類の判断が存在しま
す。
　　※委員会の採決（本会議では報告）どおり、
　　　１．○→「一部を採択すること」に賛成
　　　２．×→「一部」ではなく「全部」を採択すべきなので、採決結果に反対
　　　３．×→「別の一部」を採択すべきなので、採択結果に反対
　　　４．×→「不採択とすべき」で反対

※議会だよりでは陳情、請願等の採決結果を掲載し、市民の皆様にお伝えしていますが、〇
（採択）か×（不採択）で表記をしているため、上記のような要素が含まれた場合、各議員
の意志とは別の結果（表記）になる場合があります。

A

那須塩原市
牛乳消費拡大
PRキャラクター
みるひぃ

市議会って？ ～今さら聞けないQ＆A～

『陳情審査の採決編』

新
座
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
動
機

　

平
成
4
年　

月　

日
、
旧
西
那
須
野
町

10

17

の
提
唱
に
よ
り
、
新
座
市
と
愛
知
県
安
城

市
の
2
市
1
町
で
疏
水
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

し
た
の
が
交
流
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

今
回
の
交
流
会
当
日
も
開
催
さ
れ
て
い

た
「
ち
び
っ
こ
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」
※
1

を
相
互
に
派
遣
す
る
な
ど
、
様
々
な
交
流

を
続
け
て
い
る
。

　

平
成
7
年
に
災
害
時
相
互
応
援
協
定
、

平
成　

年
に
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結

12

し
て
い
た
が
、
合
併
し
て
那
須
塩
原
市
に

な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
両
市
の
さ
ら
な
る

友
好
を
深
め
る
た
め
、
平
成　

年　

月
1

17

11

日
に
改
め
て
姉
妹
都
市
を
提
携
及
び
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
た
。

那
須
塩
原
市
の
姉
妹
都
市
（
そ
の
他
）

　

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
（
旧
黒
磯
市
と

旧
那
珂
湊
市
）
平
成
2
年　

月
11

　

富
山
県
滑
川
市
（
旧
西
那
須
野
町
）
平

成
8
年
4
月

※
両
市
と
も
那
須
塩
原
市
に
な
っ
て
改
め

て
平
成　

年
3
月　

日
に
提
携
し
て
い
る
。

18

24

※
1
「
ち
び
っ
こ
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」

　

疏
水
が
縁
で
友
好
都
市
と
な
っ
た
新
座

市
の
小
学
生
と
の
体
験
を
通
し
て
親
交
を

深
め
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
交
互
に
実
施

す
る
事
業

市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議市議会会会会会会会会会会会RRRRRRRRRReeeeeeeeeeppppppppppoooooooooorrrrrrrrrrReporttttttttttt

庁舎建設等に関する説明会

意見交換会の風景



議会だより編集委員会
委 員 長　齊藤　誠之
副委員長　藤村由美子
委　　員　星　　宏子　　相馬　　剛
　　　　　若松　東征　　山本 はるひ

　10月に民間調査会社のブランド総合研究所
が「地域ブランド調査2015」を発表しました。
本市の全国市町村魅力度ランキングが108位
となり、前年の136位から28ランクアップ。
栃木県の中でも日光市に次いで2位でした。
また、今年は那須塩原市が誕生してから10周
年を迎え記念事業も様々開催されていますが、
この先20年30年と那須塩原市が益々発展し
『定住するなら那須塩原市』と選ばれる市と
なるよう、市民の皆様と活発な意見交換とな
る議会報告会を11月18日～20日の3日間、3会
場で開催します。皆様のご参加をお待ちして
います。

（星）

　1日

　

　9日
10日
15日
16日

21日

23日
27日
29日
30日

那須地区議員交流会
（那須塩原市観光振興センターほか）
　海外都市交流事業（オーストリア訪問）
　副議長、建設経済常任委員長
山形県長井市議会来訪
庁舎建設検討特別委員会
議会報告会班長会議
議員全員協議会
議会報告委員会
東京都三鷹市議会来訪
千葉県茂原市議会来訪
青森県三沢市議会来訪
議会だより編集委員会
栃木県市議会議長会議員研修会（栃木市都賀文化会館）
議会運営委員会
埼玉県狭山市議会来訪

　3日
　5日
　
11日
12日
18日
19日
20日

25日
26日
28日

議会報告委員会
庁舎建設検討特別委員会
　埼玉県新座市訪問（姉妹都市交流事業）
議会活性化検討特別委員会
愛知県一宮市議会来訪
那須地区議員交流会幹事会
青森県五所川原市議会来訪
議員全員協議会
放射能対策検討特別委員会
兵庫県宝塚市議会来訪
議会報告委員会
議会運営委員会

　
7日
14日
17日
25日

30日

　平成27年第4回那須塩原市議会定例会
第4回議場コンサート
庁舎建設検討特別委員会
放射能対策検討特別委員会
議員全員協議会
議会報告委員会
議会だより編集委員会
那須市町村議会議長会勉強会

【編集後記】

7月

9月

8月

議　
　

会　
　

日　
　

誌

議会を傍聴してみませんか

残暑お見舞い申し上げます。残暑お見舞い申し上げます。

http://www.city.nasushiobara.lg.jp

　次の12月議会（定例会）は、
11月27日（金）開会予定です。

　議会は会期日程に基づき本庁舎4階で行われ
ています。是非傍聴にお越し下さい。
　詳しい内容は随時ホームページでお知らせい
たします。

読みやすく、親しみやすい紙面づくりのために、ぜひご意見をお聞かせください。
議会だよりに関するお問い合わせ・ご意見、または音声版議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
【E-mail】gikai@city.nasushiobara.lg.jp　　【TEL】0287（62）7181

那須塩原市議会 検 索
クリック！

議会報告会開催議会報告会開催議会報告会開催
共通テーマ：公共交通の在り方について

6～7日

7～14日

4～28日

▽11月18日（水）　厚崎公民館
　テーマ ： コミュニティの在り方

▽11月19日（木）　狩野公民館
　テーマ ： 子どもから高齢者の
　　　　　　　地域見守りについて

▽11月20日（金）　塩原公民館
　テーマ ： 塩原を元気にしよう
　　　　　　　～何でも伺います～

共通テーマ ： 公共交通の在り方について

時間 ： 全会場とも
　　   午後６：３０～８：３０まで

是非
お越し下さい


